
０～5歳児室 保育環境と育まれる力



発達の順序性
かつて発達は遺伝的なものに左右されると考えられていました。いくら教
育しても生まれつきなので仕方ないという考えが大部分を占めていたので
す。

しかし今では、遺伝的なものと同じくらい環境的な影響も大きいと考えら
れています。

発達は右肩あがりに直線的に進んでいくものでなく、一時的に足踏み状態
になったりさか戻りしているように見えることもあります。

その時期、その時期に顕著に現れる行為を十分に保障することが「発達の
援助」であり、その後の「発達を助長」することになるのです。

発達は個々によって差はありますが、必ず決まった順序で進んでいきます。

生まれた赤ちゃんははいはいの時期を経ずに歩くことはできないのです。



保育環境デザインの大切なポイント



【保育の中でのゾーニング】

住まいづくりを始める時はまず「全体像」を描くことが大切です。住まいの性格を

決めるのは全体的な構成です。

都市計画や建築プランなどで行われていたことですが、簡単に言うと機能や用途な

どを考えて空間を分けて配置することです。

各々のゾーンのつながりや動線なども考慮し使いやすい間取りを考える時

に使われる手法です。

古代人も住まいにおけるゾーニングをしていたようですが、ゾーニングは住まい

（保育室）の性格を決める大切なことです。



【緑視率】
目に入る景色の中で、どのくらいの草木の緑があるかということを「緑視

率」といいます。

薗立が約２５％あると緑が豊かだと感じ精神的にも良い影響があります。

緑視率は屋外だけでなく室内空間にもあてはまします。

緑視率が高くなるほど「暖かみがある」「親しみやすい」などと感じる割

合が高くなり、「心地よさ」、「癒し」などの心理的な快適性を高めるそ

うです。

逆に植物が撤去されると喪失感やストレスを感じる割合が高くなります。

ただし室内では緑視率が高すぎても「うっとおしい、多すぎる」お感じる

割合が高くなるので注意が必要です。

そのほかにもロフトや子どもたちが潜り込める空間なども子どもたちの精

神的な安定につながります。



【1/fのゆらぎが感じられる音環境】
自然界の音には、人間の耳には聞こえない超音波が含まれています。そ
れを「1/fのゆらぎ」といい、これを私たちの脳が感知することでα波が
出て、リラックスできます。例えば葉っぱ同士がこすれる音や、ロウソ
クの炎がかすかにゆらめくような音です。規則性と不規則性が程よくミ
ックスされた状態が良いとされています。無音の空間にいるよりも、う
るさくない程度の雑音が聞こえていた方が落ち着くような気がします。
スマホ、PCに囲まれた無機質な都市での生活で脳がα波を出す機会がな
くなってしまいます。そんな時には、自然界の音を聴いてみると、脳が
1/fのゆらぎを感じてα波を出してくれるはずです。人間の生体は五感を
通して外界から1/fゆらぎを感知すると、生体リズムと共鳴し、自律神経
が整えられ、精神が安定し、活力が湧くと考えられています。かもめ保
育園では常に窓を解放し園庭から鳥のさえずり、葉っぱのこすれる音、
風が吹き抜ける音などが聞こえる「1/fのゆらぎ」を常に感じながら過ご
せる環境を大切にしています。



【寝の空間】

遊びの場以上に一人ひとりの発達を考慮する必要です。

環境は照明を薄い布で覆ったり障子越しの光にしたりして和らげ
ます。

保育者が触れながら入眠できるようにすると良い。

乳児が昼間に寝る場合は室内を少し明るくし、音の刺激もあり、
空気のよどみをなくすようにするといいと言われてます。

昼寝に要する時間は個人差があり、布団を敷く時にはほこりもた
ちます。

昼食とは違う場所を用意しましょう。



０～5歳児室
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